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年
金
制
度
の
所
得
代
替
率
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
六
年
、
年
金
改
正
法
附
則
の
規
定
で
は
「
次
の
財
政
の
現
況
及
び
見
通
し
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
所
得
代
替
率

が
五
〇
％
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
給
付
水
準
調
整
の
終
了
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
給
付
及
び
費

用
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
世
帯
の
所
得
代
替
率
五
〇
％
に
関
し
て
、
当
時
の
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
は
「
最
低
限
の
生
活
が
保
障
で
き
る
若

い
と
き
の
手
取
り
の
五
〇
％
と
い
う
も
の
を
確
保
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
衆
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
）
。

「
最
低
限
の
生
活
が
保
障
で
き
る
」
と
は
、
「
老
後
の
」
最
低
限
の
生
活
、
と
い
う
意
味
な
の
か
。
お
尋
ね
す
る
。

ま
た
、
「
最
低
限
の
生
活
が
保
障
で
き
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
、
具
体
的
に
お
答
え
願
い
た
い
。

さ
ら
に
、
所
得
代
替
率
五
〇
％
は
、
本
当
に
最
低
限
の
生
活
が
保
障
で
き
る
数
値
な
の
か
。
最
低
限
の
生
活
が
保
障
で
き
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
生
活
費
の
費
目
別
数
値
も
お
示
し
い
た
だ
い
た
う
え
で
お
示
し
願
い
た
い
。

そ
も
そ
も
所
得
代
替
率
五
〇
％
は
、
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
数
値
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
安
倍
内
閣
の
見

解
を
問
う
。

一



所
得
代
替
率
五
〇
％
は
、
専
業
主
婦
世
帯
で
あ
る
モ
デ
ル
世
帯
の
厚
生
年
金
の
水
準
で
あ
り
、
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
の

み
の
受
給
者
に
は
代
替
率
の
下
限
が
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
事
実
か
。

ま
た
、
国
民
年
金
が
、
ど
こ
ま
で
下
が
る
と
最
低
の
生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
す
る
。

ま
た
、
国
民
年
金
低
下
の
歯
止
め
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
内
閣
の
見
解
を
問
う
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
は
基
礎
年
金
の
購
買
力
に
つ
い
て
、

「
平
成
二
十
六
年
の
六
�
四
万
円
か
ら
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
調
整
が
終
了
す
る
平
成
五
十
五
年
に
は
六
�
三
万
円
と
、

購
買
力
ベ
ー
ス
で
み
て
実
質
的
に
お
お
む
ね
横
ば
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
答
弁

に
あ
る
基
礎
年
金
額
は
額
面
で
あ
り
、
購
買
力
と
は
言
え
な
い
。
高
齢
者
が
払
う
べ
き
公
的
保
険
料
（
介
護
保
険
料
や
医
療
保

険
料
な
ど
）
は
常
識
的
に
年
々
上
昇
す
る
た
め
、
そ
れ
を
差
し
引
け
ば
、
基
礎
年
金
額
は
大
幅
に
減
少
す
る
。
「
購
買
力
が
お

お
む
ね
横
ば
い
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

現
在
の
モ
デ
ル
世
帯
の
所
得
代
替
率
は
分
母
は
現
役
世
代
の
平
均
手
取
り
賃
金
で
、
分
子
は
年
金
受
給
額
の
額
面
で
あ
る
。

分
子
分
母
と
も
手
取
り
額
あ
る
い
は
、
額
面
に
揃
え
る
こ
と
が
国
民
の
生
活
実
感
に
近
づ
く
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
安
倍
内

閣
の
見
解
を
問
う
。

二



平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
質
疑
で
塩
崎
大
臣
は
「
（
所
得
代
替
率
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す

る
か
は
）
次
期
財
政
検
証
に
向
け
て
引
き
続
き
議
論
を
し
て
い
く
べ
き
課
題
か
な
と
思
う
」
「
所
得
代
替
率
に
つ
い
て
の
定
義

の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
次
期
財
政
検
証
に
向
け
て
課
題
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

所
得
代
替
率
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
議
論
、
検
討
を
し
て
い
く
の
か
。
現
在
の
よ
う
に
分
母
が
手
取
り
、
分
子

が
額
面
の
計
算
方
法
を
、
分
母
分
子
を
手
取
り
、
あ
る
い
は
額
面
に
揃
え
て
計
算
す
る
こ
と
も
含
め
た
検
討
な
の
か
、
現
時
点

で
の
内
閣
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


